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誉
教
授
編
集
後
記
『
中
京
大
学
文
学
会
論
叢』
第
三
号
を
お
届
け
す
る
。
今
号
は
、
上
代
、
中
古
、
中
世
、
近
世
、
近
代
と
、
さ
ら
に
現
代
の
学
校
教
育
に
つ
い
て
の
論
文
八
本
の
投
稿
が
あ
り
、
す
べ
て
の
分
野
が
揃
っ
た
。
さ
ら
に
学
部
生
に
よ
る
投
稿
も
あ
り
、
花
を
添
え
た
。
た
だ
、
今
回
の
執
筆
者
は
学
内
者
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
学
外
の
会
員
か
ら
の
投
稿
が
な
か
っ
た
こ
と
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
る
。
今
年
度
は
文
学
部
開
設
五
十
周
年
の
記
念
の
年
で
あ
っ
た
。
六
月
十
八
日
の
文
学
会
春
季
大
会
で
は
作
家
で
書
誌
学
者
の
林
望
氏
を
お
招
き
し
て
の
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。
演
題
は
｢
文
学
、
書
物
、
そ
し
て
書
誌
学
―
若
き
日
の
文
学
修
行
と
恩
師
が
た
の
面
影
―｣
で
あ
る
。
講
演
者
、
演
題
と
も
に
記
念
講
演
会
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
同
日
に
第
一
回
文
学
部
同
窓
会
が
あ
り
、
一
九
三
人
の
卒
業
生
が
集
結
し
、
教
員
も
あ
わ
せ
る
と
実
に
二
三
二
名
の
参
加
で
、
盛
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
卒
業
、
修
了
生
か
ら
の
投
稿
を
期
待
し
た
い
。
来
年
度
は
、
歴
史
文
化
学
科
の
完
成
年
度
で
四
年
生
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
歴
史
関
係
の
論
文
を
は
じ
め
と
し
て
、
会
員
諸
氏
に
は
様
々
な
学
問
分
野
の
ご
投
稿
を
願
う
次
第
で
あ
る
(
中
川)
